
郡
市
寺
福
童
は
、
地
名
か
ら
分
か
る

と
お
り
、
中
世
に
大
型
の
寺
院
が
存

在
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
禅
福

寺
境
内
に
あ
る
寛
政
２
年（
１
７
９
０
）
の

石
塔
の
銘
に
よ
る
と
、
そ
の
寺
は
「
海
雲
山

禅
福
寺
」
と
い
い
、「
蓋
千
年
之
寺
」（
建
て

ら
れ
て
千
年
程
の
寺
）で
、「
中
古
為
兵
火
失

厥
」（
古
い
時
代
の
戦
い
で
焼
失
し
た
）と
伝

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の「
海
雲
山
善
福
寺
」の
名

前
は
、
隣
接
す
る
福
童
神
社
に
あ
る
弘
治
３

年（
１
５
５
７
）の
木
板
に
も
登
場
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
禅
福
寺
は
、
江
戸
時
代
に
再

興
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
い
に
し
え
の
寺

院
禅
福
寺
は
、
広
大
な
寺
領
を
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
手
掛
か
り
が
現

地
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
地
名
に
、「
大
門
口
」が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
寺
福
童
の
南
端
に
位
置
し
、
当
時
大

き
な
山
門
が
存
在
し
て
い
た
名
残
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
内
の
水
路
に
か
か
る

「
入
口
橋
」は
、
地
元
に
は「
禅
福
寺
の
入
口

だ
っ
た
か
ら
」と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
最
も
色
濃
く
大
寺
院
の
存
在
を
現

在
に
伝
え
る
の
が
、「
ガ
ラ
ン
さ
ん
」と
呼
ば

れ
る
石
の
存
在
で
す
。

　
ガ
ラ
ン（
伽
藍
）と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
を
音
写
し
た「
僧
伽
藍
摩（
そ
う
ぎ
ゃ
ら
ん

ま
）」を
省
略
し
た
も
の
で
す
。
元
は
僧
侶
が

集
ま
っ
て
修
行
す
る
清
浄
な
場
所
と
い
う
意

味
で
、
後
に
寺
院
ま
た
は
寺
院
の
主
要
建
物

群
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

寺
福
童
で
は
、
現
在
４
か
所
の「
ガ
ラ
ン

さ
ん
」が
確
認
さ
れ
ま
す
。
左
上
の
写
真
は
、

禅
福
寺
の
や
や
南
に
あ
り
、
２
基
の
自
然
石

を
祀
っ
た
も
の
で
す
。
左
下
の
写
真
は
、
福

童
原
古
戦
場
に
あ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

寛
延
２
年（
１
７
４
９
）に
書
か
れ
た『
寛
延

記
』に「
が
ら
ん
神
」と
し
て
登
場
し
、
昭
和

４
年（
１
９
２
９
）に
書
か
れ
た
『
史
蹟
名
勝

天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
第
四
輯
』に
は
、

「
正
面
に
一
円
相
を
描
き
、
下
に
梵
字
あ
れ

ど
も
摩
滅
し
て
字
体
明
瞭
な
ら
ず
。
里
人
、

呼
ん
で
ガ
ラ
ン
サ
ン
と
称
す
」「
歯
痛
あ
る
時

祈
願
す
れ
ば
治
癒
し
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、

古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の「
ガ
ラ
ン
さ
ん
」の
場
所
に
は
何

ら
か
の
建
物（
伽
藍
）が
あ
っ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。
現
在

も
続
く
信
仰
が
、
い
に
し
え
の
寺
院
の
存
在

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
文
化
財
課
☎
７
５
・
７
５
５
５

おごおり遺産とは？》》近年の市内調査で「再発見」した文化遺産＝市民のたからのこと

小

　前回までは、テーマに沿ったおごおり遺産を取り上げました。

今回からは、一つのモノやコトに焦点を当て、地域のあゆみをよ

り深く掘り下げていきます。

発見！おごおり遺産
ガランさんと禅福寺No.20

福童原古戦場のガランさん ガランさんと禅福寺

禅福寺南側のガランさん
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